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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

本日の流れ
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１ KPIの進捗

２ 各事業の取り組み共有
（あびら教育プラン / 教育課程支援 / コンシェルジュ）

２ その他
（地域おこしインターン / アクセル）

■ 目次
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

KPI進捗
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4Q実績 年間目標進捗

遊育 ぷれいば9回
イベント2回

月４回以上
ワクワク研究所 10回

あびらぼ 26回 ２地区各２教室

教育課程支援事業 28コマ
111 / 100コマ
※追小1コマ

コンシェルジュ 2回
イベント
9 / 4 回

■ KPI進捗
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4Q実績 年間目標進捗

参加数
（3歳~中3） 26名（新規） 356 / 323 名

あびらぼ・ワクワク
接触数

（4年〜中2）
27名（新規） 146 / 136 名

参加数・接触数ともに目標としていた50%を達成。昨対比、約2倍。

■ 注力施策について
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

各事業の取り組み共有
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

遊育
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１）４Q活動計画

２）４Q活動内容

３）４QのGOOD/MORE

４）今年度のまとめ

■ 目次
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■ １）４Q活動計画

【参加者】

延参加者：165名

【実施イベント】

１
月

20日（土）アビー5周年ウィンターフェスティバル2024

２
月

4日（日）スノープレイパーク＆よさこい体験

３
月
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町内団体との協働

● アビースポーツクラブ
○ アビー主催のイベント

● 安子連／スポーツ推進員／社会教育グループ
○ 子どもチャレンジ塾ウィンターイベント

■ ２）４Q活動内容_全体像
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■ ２）４Q活動内容_アビー5周年イベント

参加者が工夫して遊ぶことができるような道具を用意。
静／動どちらも楽しめるような環境に。

ゆういく雪遊びコーナー
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■ ２）４Q活動内容_アビー5周年イベント

思い思いの色水づくり。
色水をかけた雪で「宝石屋さん」「アイス屋さん」ごっこも。

色水あそび
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■ ２）４Q活動内容_アビー5周年イベント

ソリだけでなく、段ボールやゴミ袋でも滑ってあそんだ。

ソリあそび
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■ ２）４Q活動内容_スノープレイパーク＆よさこい体験

スポーツ推進員企画。
異年齢チームでの対戦。作戦を練って白熱した試合を。

３本引き
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■ ２）４Q活動内容_スノープレイパーク＆よさこい体験

午後の部担当の北大「縁」の学生たちと。
脇の雪の塊に突っ込みながらも楽しんだ。

ソリ
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■ ２）４Q活動内容_スノープレイパーク＆よさこい体験

北大「縁」の「やってみたい」を叶えたプログラム。
子どもたちによさこいをレクチャーしながら、楽しく交流を行った。

よさこい体験
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■ ２）４Q活動内容_スノープレイパーク＆よさこい体験

よさこいを通して、小学校低学年から中学生まで、
同じ空間で楽しむことができた。

よさこい体験
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■ ２）４Q活動内容_ぷれいばミニイベント

インターン生にとっては、企画運営の挑戦機会に。
子どもたちにとっては、初めての体験をする機会に。

インターン生企画〜お湯ポチャ蒸しパン＆生成AI体験〜
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■ ３）４QのGOOD／MORE

Good More

● まちのインフラとも言うこと
ができる安子連との協働が実
現したこと

● 北大「縁」の「やってみた
い」を叶えつつ、新鮮なコン
テンツ提供に寄与したこと

● 協働イベントのコンテンツ設
計において、「遊育らしさ」
を十分に織り交ぜて企画化す
ることができなかった

地域事業者とのネットワークが拡大。
関係性を整理しながら、R6年度のイベント計画を練ることもできた。
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■ ４）今年度のまとめ_年度末アンケート

【回答者情報】

人数：15名（町内：13名、町外：2名）

属性：小学1年生〜中学2年生、保護者

【質問項目】
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■ ４）今年度のまとめ_年度末アンケート

【回答結果】

人気
コンテンツ

ガンケ山▶火おこし／虫とり／焚き火食／夜
マルシェの出店／来場
こころ自然農園ツアー

理由
ガンケ山▶自由さ。夜の特別感。おいしさ。想定外の経験。
マルシェ▶好きなことを人にみてもらえる。自分で稼げる。
こころ自然農園ツアー▶動物との触れ合い。生み立て卵。

保護者
コメント

・自分／家族ではできない遊び
・子どもが考える余白がある
・学校以外のコミュニティに関わることができる機会
・親も楽しめる

要望

・美味しい体験
・遠足やスタンプラリー（山／まち）
・国際交流
・企画／当日スタッフをやりたい
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Good More

イベントを地域事業者と協働開催
⇩

● 普段接点のない町民も

● 子どもの挑戦を見届けられる

● 地域の方の自己実現の機会に

● AEPスタッフだけでは実現
できないコンテンツを提供

⇩
地域により開かれた事業へ

参加者の手でつくる遊び場
⇩

● 自分たちの遊び場として、
環境やルールを考える機会

● 運営者になることができる機会
⇩

「意見表明」ができ、
実現することができる場に

協働することができる地域事業者数が増え、ネットワークが拡大した1年。
R4から始まったゆういくマルシェも認知/質ともに向上。

「やってみたい」を叶えるだけでなく、「叶える場をつくる」機会提供にTry。

■ ４）今年度のまとめ
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

あびらぼ
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■ １）４Q活動計画

【目標】

・あびらぼの正しい認知を広げる（継続）。

・ビジネス編を着地させる。

・R6年度のカリキュラムを決定する。

【計画】

01月
・ビジネス編
・町内イベント~カラダ探究~
・町外イベント（北海道大学）

02月 ・ビジネス編

03月
・ビジネス編本番
・町外イベント（インタビュー@新千歳空港）
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■ ２）４Q活動内容

ビジネス編~プログラム概要~

「販売品目の考案からスタート」「小中学生でタッグを組む」の2点において
R4年度からリニューアル。より「探究」できるように設計。
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役割を理解しよう！

中学部 小学部

開発部門（つくる） 営業部門（うる）

メニュー開発 / 売値決定 デザイン / 装飾 / 接客

何を?? どうやって??

えいぎょう

そうしょく
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■ ２）４Q活動内容_ビジネス編_小学部

Canvaでチラシを作成する お店の装飾をつくるデザインのいろはを学ぶ

自分たちのエゴだけではなく、
常に「届ける相手」を思い、何かを作成する。
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試作を繰り返して
詳細を決定する

様々なデータを元に
売値を決める

保健所の資料を見ながら
品目を決める

焼きおにぎり 穴のないドーナッツ

■ ２）４Q活動内容_ビジネス編_中学部

お客様はもちろん、小学部のことも考えながら
「自分たちで決める」ことを繰り返す。
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■ ２）４Q活動内容_ビジネス編_中学部

生成AI編で繋がった方が、手伝いとアドバイスを申し出てくれて実現。

地域の方々のサポート
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■ ２）４Q活動内容_ビジネス編_試作会

本番が延期になってしまった分を試作会でカバーという運びだったが、
結果的に、PDCAを回せる貴重な機会になった。

小中学部の協働 / 保護者等約20名からのリアルなフィードバック
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■ ２）４Q活動内容_デジタル体験イベント @ 北海道大学

MRなどの研究を行っている学生とのコラボレーション。
「大学トーク」は元地域おこしインターンの北大生に協力してもらった。

両側面から、キャリアの選択肢を広げる機会を提供した。

1/13_大学トーク / MR・VR体験
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■ ２）４Q活動内容_カラダ探究 @アビー5周年イベント

教育プランとして授業構成のサポートや集客等を行い、
町民の自己実現の機会と子どもたちにとっての刺激の

両方を同時に創出することができた。

1/20_町民（理学療法士）がテーマ授業を作成
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■ ２）４Q活動内容_外国人インタビュー @ 新千歳空港~事前研修~

一方的に教え込むのではなく、「自分で考えて動く」ことを大事に展開。
また、追分早来の垣根を超えて知り合う機会にもなった。

3/16_90分のオンライン研修
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■ ２）４Q活動内容_外国人インタビュー @ 新千歳空港~事前研修~

3/16_90分のオンライン研修
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スタッフのサポートは最低限に、不安や緊張を抱えながら挑戦する機会に。
参考フレーズだけでなく、翻訳アプリなども使ってコミュニケーション。

3/24_アジア系の方々中心に20組ほどにインタビュー

■ ２）４Q活動内容_外国人インタビュー @ 新千歳空港
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インタビュー内容のまとめに加え、「話しかけやすいのはどんな人？」など、
実体験を元にした気づきをまとめた。「話したら、意外と優しかった」や

「断られて怖気づいて全然喋れなかった」など、様々な意見が飛び交った。

3/24_振り返り会で学びや気づきを可視化

■ ２）４Q活動内容_外国人インタビュー @ 新千歳空港
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R6年度以降の種まきのために、小4を対象にプチあびらぼを開催。
「ずっと興味があった」という保護者とも接触でき、狙い通りの施策に。

早来→放課後子ども教室 / 追分→学校の中・ぷれいばの時間

■ ２）４Q活動内容_小4の日
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Good More

・思考の機会を増やしたビジネス編。
　└消費者→生産者への転換。

・町外イベントの実施。
　├新たな刺激の提供。
　└保護者も含めて満足度の向上。

・町民がつくるテーマ授業の実装。
　└あびらぼが町民の自己実現の場に。

・小4の日による正しい認知の拡大。

・ビジネス編のフローの見直し。

・町民テーマ授業の展開の模索。

・「小4の日」のような機会の定期確保。

■ ３）４QのGOOD / MORE

通常授業に加え、多くのイベントを実施し、様々な可能性を開拓できた。
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■ 今年度のまとめ_プログラム一覧

テーマ授業

医療編 建築編 言葉編

実践プログラム

生成AI編 ビジネス編
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■ ４）今年度のまとめ_在籍数

小学部は順調に増えた。キャパシティ的にも最大に近い。
一方で、中学部の人数には課題あり。

追分 早来

小学部
13名

40.6%
14名
22.2%

中学部
（中3除く）

4名（うち町外2）
5.6%

4名
5.1%
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■ ４）今年度のまとめ_子どもアンケート

回答数：35名（100%）
・好奇心は高まったか??：3.7 / 5.0
・挑戦心は高まったか??：3.8 / 5.0

◇一番良かった授業
・医療編：6名→麻酔なしで足を切る衝撃 / 視野が一番広がった / 生物の寿命
・建築編：8名→ストロー建築 / スカイツリーなどの物語
・言葉編：3名→方言クイズ / 人類の進化（言語を持つ者と持たない者のサバイバル）
・生成AI編：8名→画像生成（キャラづくり） / AIの傾向の理解
・ビジネス編：10名→利益 / 価格決定 / 装飾づくり

◇自分の変化（特になし：20名）
・意見をたくさん出せるようになった。
・歳を重ねて新たな考えを出すことができた。
・授業などで前よりも発言できるようになった。
・知識がたくさん増えた。
・他ではあまり知れないマイナーなことを知れた。
・考える力が深まった。

テーマ授業も実践プログラムも同じくらいの人気度。
「変化」を感じている子は積極性と知識の高まりが多数。

一方で、「変化」を捉えられていない子も多くいる。
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■ ４）今年度のまとめ_子どもアンケート

回答数：35名（100%）

◇あびらぼとは？
・みんなで楽しく授業を受ける
・自由に発言できて視野が広がる
・知らない世界を楽しみながら学べる
・大人と意見交流ができる
・ワクワクして楽しめる
・みんなと考えて進めていく
・友達とたくさんコミュニケーションをとって一緒に学ぶ
・自由に遊んだりできる

◇伝えたいこと
・いろんなことを教えてくれてありがとう！
・今年1年間ありがとう。お疲れ様でした！
・騒がしい組と真面目組に分けてください。
・余裕を持ってもっとしっかり話し合う時間がほしい。

「楽しい」「安心」「自由」「考える」などの登場回数が多い傾向にある。
小学部の一部で、「騒がしい」との声があり、その部分は改善が必要。

◇漢字一字で表すと？

楽 / 騒 / 賑 / 考 / 騒 / 知
騒 / 色 / 幸 / 自 / 極 /楽
脳 / 考 / 心 / 楽 / 仲 /楽
咲 / 挑 / 絆 / 学 / 考 / 解
安 / 楽 / 学 / 笑 / 激 / 忙
笑 / 安 / 楽
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回答数：25名（83.3%）
・満足度：4.6 / 5.0

◇理由
・消極的な子でしたが、自分で考えて、自分の言葉で伝える事に、自信が持てたようです。
・学校や親の刺激だけでは経験出来ない事をしていて、刺激高揚に繋がっている。
・基本的にやる気のないタイプですが、友達と一緒に出来るというのもあり、
　毎回楽しみに通ってました。家でもタブレットで画像作りをしてました笑
・家庭や学校だけでは知ることがなかなか出来ないことを教えてもらって大変ありがたい。
・あびらぼで触れた知識から興味を持ったものを調べたりしている姿もみられます。
・課題解決に向けて主体的に取り組めるようになった。
・年長の子たちと一緒に考える、作業するといった事が刺激になっている。
・大人でもやりたいプログラム！社会に出ていくのに必要な知識を養えて良いと思う。
・学校以外での居場所の一つとして、年齢の近いスタッフのみなさんに教えてもらうことは　
彼らにとっても刺激が大きく、興味にも繋がってきてるのかなぁーと思ってます！
・本人が、毎回、迎えの車の中で「今日も楽しかった～！」と言うところにつきます。
・学校へ行かない日もあびらぼには行きます。
・外部との接点、居場所という点でとても助かっています。

■ ４）今年度のまとめ_保護者アンケート

学校・家庭以外の刺激・居場所の場として認識していただいている。
「家でもやっている」という声も散見できる。
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Good More

・小学部の在籍数の増加。
　└遊育・まなびお・習いごとなどでの
　　日常的なコミュニケーション。

・好奇心3.7・挑戦心3.8。
　└届けたい価値の受け取り。

・保護者満足度のキープ。
　├おうちでプチミッション。
　└保護者説明会 / 報告会。
　

・中学部の在籍数が5%。
　├定期的な直接アナウンスの機会。
　├小学部→中学部の接続。
　└日程の検討。

・小学部の「騒がしい」の声→満足度。
　├キャパシティの検討。
　├テーマ授業と実践プログラムの分別。
　└みんなで「場」を考える機会の担保。

・変化を感じ、言葉にできる子の少なさ。
　└内面に向き合う機会の提供を検討。

■ ４）今年度のまとめ

通常授業に加え、多くのイベントを実施し、様々な可能性を開拓できた。
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

ワクワク研究所
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■ １）４Q活動計画

【目標】

・3/30の発表会まで、文化伝播を大切にしながら、教室を運営する。

・まちや社会を巻き込むプロジェクトを子どもたちと一緒に思考する。

【計画】

01月 ・教室運営

02月 ・教室運営

03月 ・発表会（03/30）
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■ ２）４Q活動内容

01月~03月まで合計10回（発表会含む）の実施

好きなフィギュアを使って
SDGsの17目標を伝えるコマ撮り動画を作りたい

刀鍛冶の夢を実現するために、
鉄パイプからペーパーナイフを作りたい！
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■ ２）４Q活動内容

プロジェクト進捗の確認・適切なサポートの検討

進捗・悩み・伸長ポイントなどについてスタッフ間で認識を揃えながら
各自のプロジェクトを前進させられるようにしている。
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■ ２）４Q活動内容

プロジェクト発展のための外部人材の活用

アクセサリーづくりを進める子どものPJを発展させるため、
海洋プラスチックジュエリー製作会社の経営者にインタビューをする機会。
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■ ２）４Q活動内容

外部のコンテストに応募（結果待ち）

求められる内容とワクワクでの実践に差分が少ないことが分かった。
資金・技術面の援助等手厚いので、引き続き検討したい。
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Good More

・安定的な教室運営。

・外部コンテストへのチャレンジ。
・外部の機会の一覧化。

■ ３）４QのGOOD / MORE

増田も2期目になり、安定的に運営できている。
外部の機会に対する可能性も見えたので、引き続き検討していく。
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■ ４）今年度のまとめ_在籍数

追分 早来

5期（09~12月）
08名

小学生：2名
中学生：1名

小学生：4名
中学生：1名

6期（01~03月）
12名

小学生：3名
中学生：3名

小学生：5名
中学生：1名
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◇満足度：4.8 / 5.0（5期保護者）
・普段書いているイラストに、調べ物をプラスすることでより自分の思考と興味を
　深められたようで良かったです。ただ"楽しい"では終わらないのが素晴らしい！
・周りの人たちに認めてもらいながら、好きなことにじっくり取り組んでいる。
・本人も話していましたが、人の前で話すなど色んな意味で成長出来たのではと思います。
・まさか！の素晴らしい作品にびっくりしました！あんなに撮影していたとは...
・今までは軽く調べるで終わっていたのに、さらに深く調べるという作業をしたり、
　どうしたらみんなに伝わるか考えるようになり、すぐ諦めなくなった気がします。
・学校ではできない取り組みができたことと、何より本人が楽しんで参加していた為。

◇漢字一字で表すと??（6期生）
楽：普通に楽しいし、みんなで楽しんでるから
挑：なんでもかんでも挑戦する
大：とても楽しいときやとても疲れるときがあるから
双：二つの要素を持ち合わせている。挑戦させてもらえるけど、手助けもしてくれる
愉：楽しいけど、ただの楽しいではなく、難しさや大変さも含んでいるから
努：頑張り続けないとできないから
考：どうしたらうまくいくかとかいっぱいいっぱい考えるから
楽：人それぞれPJは違うけど、みんな楽しそうにやってるから
自：自分でやりたいことをやるから
協：PJに色んな人が関わった
極：一回やってみてできなかったら別の方法試すのを繰り返す

■ ４）今年度のまとめ_アンケート
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Good More

・満足度の担保。
　├LINEでの細かなやりとり。
　└ブース式発表会。

・挑戦文化の醸成。
　├目指す方向や行動指針の共有。
　└アウトプット機会の増加。

・キャパシティの増加・運営安定化。
　└上記の浸透。

・あびらぼとワクワクの接続強化。

・ワクワクに関わる地域人材の増加。
　└ファイリング。

・外部コンテスト等との接続。
　└機会の一覧化。

・成長の可視化
　└ルーブリックの活用。
　

■ ４）今年度のまとめ

キャパシティが広がりながらも満足度を担保できた。
その背景には、文化醸成・浸透があるので、R6年度以降も継続したい。

また、より教育プランの価値が高まるようにMOREを軸にチャレンジしたい。
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

ABIRA Talks
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■ 今年度のまとめ
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Good More

・2回とも約80名の参加。
　├複数のチャレンジャー。
　├「支援金」のみでない新しい形。
　└早来学園の使用。

・オープンチャットでのやりとり。
　├約50名が参加。
　├共感を高められる。
　└申込み→離脱率の軽減。

・チャレンジャーを生む仕組みづくり。
　└現状は、「偶然」に支えられている。

・様々なABIRA Talksの形のプログラム化。
　├厳格な審査パターン
　├挑戦→応援文化伝播パターン
　├大人向けのコンテンツ

■ 今年度のまとめ

過去最大の規模で実施することができ、新たな形も垣間見えた。
様々なパターンの良し悪しがあるので、整理の上で適切に運用・改善し、

安平町の更なる挑戦文化の発展に寄与したい。
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

教育課程支援事業
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■ 目次

１）４Q活動計画

２）４Q活動内容

３）４QのGOOD/MORE

４）今年度のGOOD/MORE
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■ １）４Q活動計画

【計画】

・４年：郷土史、高齢者学習

・５年：仕事探究

・６年：SDGs学習
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■ ２）4Q活動内容_4年生『郷土史・高齢者学習』



  © FoundingBase

■ ２）４Q活動内容_4年生『郷土史・高齢者学習』

画像生成AIの機能を活用し、安平町の郷土史をデジタル絵本としてまとめた。
「ケアハウスさっくる」「安平の郷」の利用者に作品を披露し、6年ぶりとなる交流

会を実施することができた。
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■ ２）４Q活動内容_５年生『仕事探究』
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■ ２）４Q活動内容_５年生『仕事探究』

テーマ授業「仕事編」で興味を広げる 町民キャリアインタビュー

町民に協力をしてもらいながら自己分析 自分オリジナルのキャリアマップを作成
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キャリアインタビュー

自己分析3on1

■ ２）４Q活動内容_５年生『仕事探究』

5年生（36名）の総合「仕事探究」に計21名の安平町の大人が伴走。  あびら教育プランの人脈をフル
活用し、学校教育と社会教育がシームレスに連携をし、子どもたちの学びの機会を最大化することが
できた。



  © FoundingBase

■ ２）４Q活動内容_５年生『仕事探究』

テーマ授業「仕事編」で興味を広げる 町民キャリアインタビュー

町民に協力をしてもらいながら自己分析 自分オリジナルのキャリアマップを作成
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Good More

・あびら教育プランの強みを活用した地
域を巻き込んだ授業の設計 ・謝礼金などの事務周りの基準のすり合

わせ（関係者が多くいるため）

■ ３）４QのGOOD / MORE

どうしても関係者が多い分、調整が重要になってくるため、それも含めて来
年度スムーズに進められるように学びを蓄積しておく。
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Good More

・社会教育との接続の事例を作れたこと
└9年生のまちづくり学習とクリスマスマ
ルシェ
└5年生仕事探究での大人の伴走者

・先生とコーディネーター間での役割分
担とそれに紐づく業務基準の浸透（あく
まで先生が主役）

■ ４）今年度のGOOD / MORE

「あびら教育プランだからこそできること」をどう学校に還元できるかを
思考しながら、接続機会を作ることができた。

来年度からは明確に先生とコーディネーターで業務を分担するため、
スムーズな連携はもちろん、その役割の浸透を意識して行っていく。
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

コンシェルジュ
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■ 目次

１）４Q活動内容

２）４QのGOOD/MORE

３）今年度のGOOD/MORE
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１）４Qの活動内容

・少年団上期予約調整会議

・予約フローの変更

・有限会社ユニオン測量設計様（管理人）と

の振り返り会議
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これまで

・学校や事前予約の決定

・コンシェルジュによる予約枠の開放

・コンシェルジュよりイベントなどど被っている開放停止日を少年

団へ共有

・少年団による予約期間

・一般予約

少年団予約の期間に、一般予約が殺到
し、予約調整コストがかかってしまって
いた。
とはいえ、21日に少年団の方が一斉に予
約するのも現実的ではない。

20日

21日

25日

26日

１）４Qの活動内容
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これから

・学校や事前予約の決定

・コンシェルジュよりイベントなどど被っている開放停止日を少年

団へ共有

・コンシェルジュによる予約枠の開放

・コンシェルジュによる予約

・正午12時一般予約

20日

26日
少年団の定期利用分を、開放と同時にま
とめて予約する。
※地域の事前予約もここでまとめて実施
する

25日

１）４Qの活動内容
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一般利用が増えてきている背景もあり、地域開放時間内での管理
観点を見える化し、認識を揃えると共に、責任の所在を明確にす
るために、各施設の確認表を作成

１）４Qの活動内容
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新しい方が業務の全体像を把握し、スムーズに業務に取り掛か
れるようタスクシートを作成。4月からはこれに沿って引き継
ぎを行っていく。

１）４Qの活動内容
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Good More

・少年団、ユニオン様との振り返りを実
施し、改善に向けた意見の回収やアク
ションができたこと

・変更時の対策
（何がどう変わるかの想定を各関係者視
点で考える）

■ ２）４QのGOOD / MORE

たくさんの新規イベントがあった中、大きなトラブルなく開催できた。
来年度へ向けて少しづつい今の業務の整理をしていく。



  © FoundingBase

Good More

・運用→振り返り→改善を繰り返し、既
存のルールや基準などの実効性を高める
ことができた
（決まっていないことを発見し、新たに
ルール化や議論をすることができた）

・コンセプトの理解をベースとしたルー
ルの浸透
└Instagramの積極的な活用（イベント発
信）
└空間ごとのルール発信
└サイネージの活用

■ ３）今年度のGOOD / MORE

「トラブルや意見は改善の種」を大切に、
決まっていることを再思考したり、改善したりなどを繰り返すことができた1年だった。
色々試したからこそ、そのルールの納得感や理解を促進することができたように思う。

このプロセスも含めてしっかりと引き継ぎを実施していく。
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

その他_地域おこし協力隊インターン制度
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■ 地域おこし協力隊インターン制度（総務省）
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■ R5年度インターン生受け入れ実績
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■ 地域おこし協力隊インターン_修了生の声

「学校教育」と「社会教育」の両

方に関われる貴重な機会だった。

それぞれの特徴を体感できて、将

来のためになった。

地域コミュニティの中で教育をす

ることの楽しさにどっぷり浸かれ

た1ヶ月だった。

安平町の様々な方が子どもたちの

教育に関わっていることを実感し

た。「教育の対象は場」という言

葉が印象的です。

子どもたち向けの企画をつくる難

しさと向き合い続けたインターン

期間だった。
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■ 大事にしていること

人生のターニングポイント

としての安平町
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■ あびら教育プランのインターンシッププログラムとは？

①若い力
②関係人口（まちの発信者）

①活動費
②暮らし体験
③包容力・「柔」

①運営サポート / ②暗黙知の明文化

「越境」による成長機会の提供・「剛」

新しい世界・異質との出会い

伴走の対象者
（向き合う機会の提供）

インターン生

子どもたち
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■ あびら教育プラン×地域おこし協力隊インターン_概要

■業務内容
・あびら教育プランのサポート

・あびら教育プラン記事作成

・子ども向けイベント企画

・インターン期間の学び報告会

・安平町を活性化するその他業務のサポート

　※例　プロモーション：あびらch撮影 

　　　　関係人口創出：ENTRANCE運営、他

■期間（随時）
・2週間~3ヶ月（要相談）※3週間以上が望ましい

・週4~5日（1日7時間45分 / フレックスOK）

■報酬
・￥12,000/日

※報酬は終了後にまとめて支払い予定

■備考
・宿泊→自由

　└シェアハウス（男女別）あり（¥3,000/日）

・車の貸与は無し

※毎週TODOを確認しながら進めます。

曜日 時間 午前 午後

月 12:30~21:30 - 【あびらぼ】追分

火 12:30~21:30 - 【あびらぼ】早来

水 09:00~18:00 作業 / MTG 【遊育】ぷれいば

木 09:00~18:00 作業 / MTG 作業 / MTG

金 休暇 - -

土 09:00~18:00 作業 / MTG 【ワクワク】PJ伴走

日 休暇 - -

■週間業務一例（週5の場合）
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■ 地域おこし協力隊インターン_日報
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■ 地域おこし協力隊インターン_活動の様子

授業サポート

イベントサポート 町民に向けた学び発表会

自主企画の実施
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■ 地域おこし協力隊インターン_修了生の声

「学校教育」と「社会教育」の両

方に関われる貴重な機会だった。

それぞれの特徴を体感できて、将

来のためになった。

地域コミュニティの中で教育をす

ることの楽しさにどっぷり浸かれ

た1ヶ月だった。

安平町の様々な方が子どもたちの

教育に関わっていることを実感し

た。「教育の対象は場」という言

葉が印象的です。

子どもたち向けの企画をつくる難

しさと向き合い続けたインターン

期間だった。
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■ 嬉しい報告の数々

◆進路変更→ネイチャー系映像制作会社へ

◆浦河町 森の幼稚園 立ち上げメンバーとして活躍

◆関東圏×地域×大学生イベントでの登壇

◆東京都教員採用試験合格
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■ 安平町と地域おこしインターン

育てたい 暮らしたい 帰りたい

みんなで未来へ駈けるまち
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

その他_アクセル
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■ 『アクセル』の役割

日常の挑戦を“加速”させる
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■ 『アクセル』の参加者

全国７地域 から

約 50名 の 小中高生
北海道安平町

宮城県加美町

茨城県大子町

長野県根羽村

福井県美浜町
山口県美祢市

高知県四万十町

大分県豊後高田市

1名：小5

2名：高2

2名：高2

1名：小6
約20名：高2

（キャリアコース）

約20名：高2
（キャリアコース）

2名：中1 / 中2



  © FoundingBase

■ 『アクセル』の役割

日常 非日常

イベントに向けて
踏み込む

普段の取り組み
が加速する

オンラインMTGや発表会日々の各地域での活動

時間

意欲
イベント

他拠点の生徒の進捗を聞いたり
フィードバックをもらったり
しながら、刺激を受ける。

各地域のスタッフと協力しながら
何かしらの活動に挑戦する。

月1回のオンライン会（11月~02月） / コンテスト（03月）
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■ オンライン会の様子

安平×根羽のPJフィードバック面談

小中学部 / 加美 / 大子のオンライン会

キャリアコース内でのオンライン会実施

オンライン会でのミッション提示
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■ コンテストの評価項目

共創

こだわり

変化

・どんな想いで取り組んだのか？

・こだわりポイントはどこか？

・どんな「できない」に直面したか？

・「できる」ためにどんな工夫をしたか？

・誰をどうやって巻き込んだか？

・フィードバックをどう活かしたか？
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■ コンテストの開催（3/20）
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北海道安平町　髙島 穂実（たかしま ほのみ）

自分の“可愛い”を表現する
アクセサリー製作プロジェクト
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■ どんなプロジェクトか??

❶ヘアアクセサリー作成（〜12月）
　├黒くてシックな感じのリボンを作った。
　└仲良しの友達とチアでお世話になった先輩にプレゼントした。

❷身近なゴミを使ったレジンネックレス作成（〜03月）
　├ペットボトルキャップと野菜の皮を使った。
　└転校してしまう友達など、4名にプレゼントする。
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■ こだわり_3つ

❶自分が思う“可愛い”を表現すること
　└小学生の可愛い＝“キラキラ女の子”だけど、自分が思う“可愛い”は違うので、　　
それをアクセサリーを通じて表現したかった。

❷対象に合わせた工夫をすること
　├自分の性格的に「誰かのために」の方が頑張れる。
　└誰にあげるかを決めて、色遣いなどをその人に合わせるようにした。

❸細かいところまできれいに作ること
　└元々、すごく不器用なので、見えないところまで丁寧に作るようにした。
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■ 共創_3つ

❶アクセルのオンラインMTG
　├「自然」を使ったアクセサリーも面白そう！
　└そこから「自然」系アクセサリーを調べた。

❷海洋プラスチックアクセサリー製作会社の経営者にオンラインインタビュー
　├レジン液にはこだわって少し高いものを買った方が良い（黄変してしまう）。
　├野菜を使うなら、しっかり乾かす必要がある。
　└「ゴミがこんなに可愛くなるんだ！」という驚き。→ゴミへの興味。

❸安平町のハンドメイドが得意な方にヒアリング
　├仕上げにトップコートを塗るときれいになる。
　├セロテープを周りに貼ると液がもれなくて良い。
　├気泡が入らないように上からライターの火を当てる。
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■ 変化_3つ

❶ものづくりスキル
　├ヘアゴムをきれいに作ることに向き合ったことで裁縫がうまくなった。
　└レジンに触ったことすらなかったけど、アクセサリーを作れるようになった。

❷精神面
　├「誰かのために」を設定すると自分のモチベーションになることに気づいた。
　└普段はやりっぱなしが多いけど、今回は振り返りをするようにした。
　　そしたら、次にやらなきゃいけないことがわかるようになった。

❸自分が思う“可愛い”を言葉にする（より具体的になった）
　├9月：なんかシックな感じ
　└3月：色のバランスが良い / きれい /  キラキラじゃない明るさ / シンプル / 元気
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■ 新たにチャレンジしたいこと

今回は、冬の時期だったので、「自然のもの」をゲットすることができなかった...

次こそ、
自然のものを使って

アクセサリーを作ってみたい！


